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解決策や実現に向けて、班同士で話し合いアイデアを出し、先生や事務の方々に取材をするなど精力的に活動している様

子が見られました。そして、探究が進むほど、実現への障壁が見えてきて、実現には財政面、ルール面、合意形成など様々

な点をクリアしていく必要があることも知れたのではないでしょうか。今回のテーマを継続していく班（生徒）がいても

いいですね。「探究」の考え方、方法を身につけ、２年の探究や学校・社会生活に役立ててください。（教頭 長岡） 

☆校長より☆。探究活動を進めていく上で、最も難しいのが「課題の設定」です。課題とは理想の未来と成り行きの未 

来のギャップと言うことができますが、これを考えるためにはその社会で起きていることを「自分ごと」として考えな 

ければなりません。今回、1 年生は前南での生活を自分ごととして捉え、課題を設定し、探究活動のサイクルを経験する

ことができました。今度は「地域社会」、「身近な生活」を自分ごととして捉え、次の探究活動に進んでいってください。

探究活動の経験は、この先大学での研究、社会での仕事において、とても役に立ちます。頑張りましょう。(原 拡史) 

 


